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ロ
シ
ア
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
大
半
を
占
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
双
方
と
密
接
な
関
係
を
持
ち
、
こ
の
広
大
な
領

域
に
住
む
人
々
も
多
様
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
は
一
九
世
紀
末
五
〇
〇
万
を
超
え
る
世
界
最
大
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
擁
し
、
二
〇
世

紀
を
通
し
て
ロ
シ
ア
ユ
ダ
ヤ
人
の
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
各
地
へ
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
大
陸
へ
と
広
が
っ
た
。

こ
こ
で
は
日
本
を
含
む
ユ
ー
ラ
シ
ア
・
ユ
ダ
ヤ
史
と
い
う
視
点
に
立
っ
て
筆
者
の
研
究
に
つ
い
て
綴
っ
て
み
た
い
。

ロ
シ
ア
極
東
の
ユ
ダ
ヤ
自
治
州―

ビ
ロ
ビ
ジ
ャ
ン

　

ロ
シ
ア
極
東
（
バ
イ
カ
ル
湖
以
東
）
の
中
国
と
の
国
境
を
流
れ
る
ア
ム
ー
ル
川
流
域
に
﹁
ユ
ダ
ヤ
自
治
州
﹂
と
い
う
名

の
土
地
が
あ
る
。
州
都
は
ビ
ロ
ビ
ジ
ャ
ン
で
、
成
田
か
ら
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
航
空
で
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
ま
で
飛
び
、
ハ
バ
ロ

フ
ス
ク
か
ら
は
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
西
へ
お
よ
そ
三
時
間
の
距
離
に
あ
る
。
ビ
ロ
ビ
ジ
ャ
ン
と
い
う
名
前
は
ア
ム
ー
ル
川
に

注
ぐ
支
流
、
ビ
ラ
川
と
ビ
ジ
ャ
ン
川
に
由
来
す
る
。

　

こ
の
自
治
州
が
建
設
さ
れ
た
の
は
一
九
三
四
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
言
語
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
﹁
ジ
ャ
ル
ゴ
ン
﹂
と
思
わ

れ
て
い
た
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
を
話
し
、
ま
と
ま
っ
た
土
地
に
住
ま
な
い
ロ
シ
ア
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
民
族
な
の
か
ど
う
か
に
つ

　

ユ
ー
ラ
シ
ア
・
ユ
ダ
ヤ
史
を
め
ぐ
る
断
章 

高　

尾　

千
津
子
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い
て
は
ロ
シ
ア
革
命
前
か
ら
マ
ル
ク
ス
主
義
者
た
ち
の
間
で
論
争
に
な
っ
て
い
た
の
だ
が
、
一
九
二
二
年
末
に
ソ
連
が
結

成
さ
れ
た
後
、
当
時
二
六
〇
万
と
い
う
ソ
連
有
数
の
﹁
民
族
﹂
で
あ
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
に
も
連
邦
構
成
単
位
を
与
え
よ
う
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
選
ば
れ
た
の
が
こ
の
極
東
の
土
地
で
あ
っ
た
。
当
時
は
モ
ス
ク
ワ
か
ら
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で

二
週
間
も
か
か
る
辺
境
で
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
ユ
ダ
ヤ
人
は
一
人
も
住
ん
で
い
な
か
っ
た
。

　

ス
タ
ー
リ
ン
体
制
の
成
立
期
と
重
な
る
時
代
に
、
極
東
に
ユ
ダ
ヤ
人
の
母
語
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
を
公
用
語
と
す
る
﹁
共

和
国
﹂
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
の
﹁
ビ
ロ
ビ
ジ
ャ
ン
計
画
﹂
が
、
鳴
り
物
入
り
で
始
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
二
八
年
の

計
画
開
始
か
ら
た
っ
た
六
年
後
に
急
ご
し
ら
え
で
﹁
建
国
﹂
さ
れ
、
多
く
の
移
民
が
や
っ
て
き
た
が
、
計
画
は
ず
さ
ん
で

過
半
数
が
脱
落
し
た
。
ソ
連
国
外
に
も
大
い
に
宣
伝
さ
れ
、
社
会
主
義
建
設
に
参
加
し
よ
う
と
外
国
か
ら
も
多
数
移
民
し

た
。ア
メ
リ
カ
西
海
岸
か
ら
の
移
民
た
ち
は
日
本
を
経
由
し
て
ビ
ロ
ビ
ジ
ャ
ン
へ
や
っ
て
き
た
。と
こ
ろ
が
ド
イ
ツ
や
オ
ー

ス
ト
リ
ア
か
ら
の
避
難
民
に
と
っ
て
﹁
ユ
ダ
ヤ
人
国
家
﹂
が
最
も
必
要
と
さ
れ
た
時
期
に
な
る
と
ソ
連
は
門
戸
を
閉
ざ
し

て
し
ま
う
。

　

こ
の
﹁
ビ
ロ
ビ
ジ
ャ
ン
計
画
﹂
は
私
の
修
士
論
文
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
こ
の
計
画
は
ソ
連
ユ
ダ
ヤ
史
の
謎
で
あ
り
、
ソ

連
の
民
族
政
策
の
矛
盾
が
凝
縮
し
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。
だ
が
当
時
、
私
の
主
題
は
ソ
連
で
は
研
究
不
可
能
で
、
ソ
連

留
学
も
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
な
に
し
ろ
ソ
連
で
は
ア
ル
ヒ
ー
フ
史
料
ど
こ
ろ
か
、
図
書
館
で
も
私
が
必
要
な
本
の
多
く

は
棚
か
ら
消
え
て
い
た
。
院
生
時
代
にInternational Library Loan

を
通
し
て
レ
ー
ニ
ン
図
書
館
（
現
ロ
シ
ア
国
立
図

書
館
）
に
依
頼
し
た
図
書
は
こ
と
ご
と
く
﹁
貸
出
不
可
﹂
の
返
事
で
あ
っ
た
。
日
本
の
目
と
鼻
の
先
に
あ
る
こ
の
自
治
州

も
、
ア
ク
セ
ス
不
能
の
土
地
だ
っ
た
。
さ
ら
に
言
語
も
問
題
だ
っ
た
。
西
側
に
流
出
し
た
資
料
の
多
く
が
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ

語
資
料
で
、
最
も
重
要
な
先
行
研
究
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
書
か
れ
て
い
た
。
当
時
欧
米
や
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ユ
ダ
ヤ
系
研
究
者

た
ち
は
こ
れ
ら
の
言
葉
を
自
由
に
操
れ
た
が
、
当
時
の
私
に
は
ま
っ
た
く
読
め
な
か
っ
た
。
思
え
ば
無
謀
な
テ
ー
マ
を
選
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択
し
た
も
の
で
あ
る
。
資
料
を
め
ぐ
る
こ
う
し
た
諸
々
の
問
題
が

解
決
し
た
の
は
八
五
年
か
ら
三
年
間
エ
ル
サ
レ
ム
の
ヘ
ブ
ラ
イ
大

学
に
留
学
し
た
後
の
こ
と
で
あ
る
。
留
学
か
ら
帰
っ
て
し
ば
ら
く

す
る
と
ソ
連
が
崩
壊
し
た
。

　

ビ
ロ
ビ
ジ
ャ
ン
現
地
を
初
め
て
訪
れ
た
の
は
、
ソ
連
崩
壊
か
ら

し
ば
ら
く
た
っ
た
一
九
九
五
年
夏
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
ハ

バ
ロ
フ
ス
ク
で
開
催
さ
れ
た
﹁
太
平
洋
沿
岸
ロ
シ
ア
﹂
国
際
会
議

に
招
待
さ
れ
、
日
本
か
ら
の
視
点
で
ビ
ロ
ビ
ジ
ャ
ン
計
画
を
報
告

し
た
の
だ
が
、
こ
の
と
き
初
め
て
、
こ
の
主
題
が
欧
米
や
モ
ス
ク

ワ
中
央
の
視
点
か
ら
し
か
研
究
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
が
つ
い

た
。
不
思
議
な
こ
と
だ
が
、
こ
の
国
際
会
議
の
準
備
を
す
る
と
き

ま
で
私
に
は
日
本
の
文
書
館
資
料
を
利
用
す
る
と
い
う
考
え
が
な

か
っ
た
。
実
は
日
本
の
外
務
省
や
軍
は
﹁
満
洲
国
﹂
対
岸
に
着
々

と
建
設
が
す
す
む
﹁
ユ
ダ
ヤ
自
治
州
﹂
に
関
す
る
情
報
を
様
々
な

手
段
で
収
集
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ビ
ロ
ビ
ジ
ャ
ン
に
は
そ
の
後
も
何
度
か
訪
れ
る
機
会
が
あ
り
、

特
に
二
〇
〇
七
年
に
は
三
週
間
滞
在
し
て
自
治
州
各
地
を
ま
わ
る

こ
と
が
で
き
た
。
皮
肉
な
こ
と
に
現
在
、
ビ
ロ
ビ
ジ
ャ
ン
現
地
の

ア
ル
ヒ
ー
フ
で
は
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
の
資
料
が
閲
覧
で
き
な
い
。

ビロビジャンのシナゴーグ（�007 年筆者撮影）
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イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
を
公
用
語
と
し
て
い
た
土
地
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
に
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
の
知

識
が
な
く
、
資
料
が
未
整
理
な
た
め
で
あ
る
。

旧
ソ
連
に
お
け
る
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト

　

三
年
前
か
ら
私
は
﹁
ユ
ー
ラ
シ
ア
・
ユ
ダ
ヤ
現
代
史
の
構
築
﹂
と
い
う
主
題
で
科
研
の
助
成
を
受
け
て
ロ
シ
ア
史
研
究
者

と
ユ
ダ
ヤ
現
代
史
研
究
者
に
よ
る
共
同
研
究
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
研
究
を
立
ち
上
げ
た
目
的
の
ひ
と
つ
は
、
ロ
シ
ア
史
と

ユ
ダ
ヤ
史
と
の
融
合
を
試
み
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
ユ
ダ
ヤ
研
究
で
は
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
内
部
の
問
題
に
限
定
さ
れ
が
ち

で
、
地
域
に
お
け
る
政
策
一
般
と
の
関
連
性
が
無
視
さ
れ
、
一
方
、
ロ
シ
ア
・
ソ
連
史
で
は
﹁
ユ
ダ
ヤ
・
フ
ァ
ク
タ
ー
﹂
が
意

識
的
に
排
除
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。こ
の
境
界
線
を
越
え
る
こ
と
で
、よ
り
広
い
地
平
が
見
え
て
く
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　

さ
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
期
の
ナ
チ
・
ド
イ
ツ
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
組
織
的
殺
戮
（
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
）
の
問
題
は
、
ロ

シ
ア
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
の
歴
史
観
の
違
い
が
際
立
つ
問
題
で
あ
る
。
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
研
究
は
ド
イ
ツ
現
代
史
だ
け
の
問
題
で

な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
全
体
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
が
、
ロ
シ
ア
の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
認
識
は
欧
米
諸
国
と
は

ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
。
独
ソ
戦
の
開
始
は
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
決
定
的
な
要
因
と
な
り
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
に
よ
る
犠
牲

の
半
数
が
旧
ソ
連
領
域
内
で
起
き
て
い
た
。
バ
ル
ト
諸
国
、
西
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
い
っ
た
ソ
連
の
併
合
地
域
は
ホ
ロ
コ
ー
ス

ト
の
主
要
な
舞
台
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
後
ソ
連
で
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
が
歴
史
研
究
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
バ
ル
ト
諸
国
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
独
立
し
て
初
め
て
自
国
の
ナ
チ
協
力
者
の
問
題
と
直
面
し
た
の
で
あ
る
。
昨

年
一
二
月
に
私
は
モ
ス
ク
ワ
か
ら
イ
リ
ヤ
・
ア
ル
ト
マ
ン
教
授
を
招
聘
し
て
東
京
で
二
つ
の
研
究
会
を
主
催
し
た
。
ア
ル

ト
マ
ン
氏
は
ロ
シ
ア
・
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
議
長
で
あ
り
、
同
セ
ン
タ
ー
は
ロ
シ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
旧

ソ
連
諸
国
の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
研
究
の
促
進
と
、
教
育
の
普
及
を
目
的
に
一
九
九
一
年
に
設
立
さ
れ
た
。
ア
ル
ト
マ
ン
氏
は
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大
戦
末
期
に
ワ
シ
ー
リ
ー
・
グ
ロ
ス
マ
ン
と
イ
リ
ヤ
・
エ
レ
ン
ブ
ル
グ
が
ソ
連
各
地
で
収
集
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
を
め
ぐ

る
資
料
集
﹃
黒
書
﹄（
ソ
連
で
は
弾
圧
さ
れ
、
長
く
Ｋ
Ｇ
Ｂ
ア
ル
ヒ
ー
フ
の
管
理
下
に
置
か
れ
て
い
た
）
を
ペ
レ
ス
ト
ロ

イ
カ
期
に
発
見
し
、
一
九
九
〇
年
に
ソ
連
で
出
版
し
た
。
こ
れ
が
ソ
連
に
お
け
る
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
め
ぐ
る
タ
ブ
ー
を
打

ち
破
る
こ
と
に
な
る
。
近
年
は
﹃
ソ
連
に
お
け
る
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
百
科
事
典
﹄（
ロ
シ
ア
語
、一
、一
四
三
頁
、二
〇
一
一
年
）

の
編
集
主
幹
を
つ
と
め
た
人
物
で
、
彼
を
招
い
た
理
由
の
一
つ
は
、
我
が
国
で
は
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
い
な
い
ロ
シ
ア
の

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
研
究
の
現
状
と
展
望
に
つ
い
て
報
告
し
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
史
研
究
会
の
協
賛
を
得
て
、

一
二
月
一
七
日
に
早
稲
田
大
学
ロ
シ
ア
研
究
所
（
鈴
木
健
夫
所
長
）
で
開
催
さ
れ
た
ア
ル
ト
マ
ン
教
授
の
報
告
は
、
近
い

将
来
何
ら
か
の
形
で
出
版
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
ソ
連
の
ア
ル
ヒ
ー
フ
か
ら
の
新
資
料
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ま
だ
欧
米
の

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
研
究
に
反
映
さ
れ
て
お
ら
ず
、
我
が
国
の
ロ
シ
ア
・
東
欧
史
研
究
者
ば
か
り
で
な
く
、
ド
イ
ツ
現
代
史
研

究
に
と
っ
て
も
新
し
い
重
要
な
発
見
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。教
授
の
報
告
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
た
ロ
シ
ア
特
有
の
問
題
は
、

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
研
究
そ
の
も
の
に
対
す
る
歴
史
家
の
無
理
解
あ
る
い
は
反
発
で
あ
っ
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
の
犠
牲
を
特
別
視
す

る
こ
と
が
、﹁
大
祖
国
戦
争
﹂で
の
ソ
連
人
民
の
犠
牲
に
対
す
る
冒
涜
と
み
な
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
。ま
た
ホ
ロ
コ
ー

ス
ト
研
究
の
進
展
と
同
時
に
、
皮
肉
な
こ
と
で
あ
る
が
、
ロ
シ
ア
で
も
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
否
定
論
が
出
現
し
て
い
る
。
ロ
シ

ア
史
に
お
い
て
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
と
い
う
悲
劇
が
た
だ
し
く
認
識
さ
れ
る
ま
で
、
ま
だ
時
間
を
要
す
る
だ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
の
研
究
会
は
翌
一
八
日
に
立
教
大
学
で
開
催
し
た
。
実
は
ア
ル
ト
マ
ン
教
授
を
招
聘
し
た
最
大
の
目
的

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
ユ
ダ
ヤ
難
民
救
援
を
め
ぐ
る
日
ソ
﹁
連
携
﹂
の
謎
を
探
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
九
四
〇
年
夏
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
大
量
の
日
本
の
通
過
ヴ
ィ
ザ
を
発
給
し
た
リ
ト
ア
ニ
ア
領
事
代
理
の
杉
原
千
畝
に
つ
い
て

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
﹁
杉
原
ヴ
ィ
ザ
﹂
に
は
ソ
連
の
通
過
ヴ
ィ
ザ
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
。
難
民
た
ち
は
カ
ウ
ナ
ス
か
ら
モ
ス
ク
ワ
を
経
て
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
経
由
で
ユ
ダ
ヤ
自
治
州
を
横
断
、
ウ
ラ
ジ
オ
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ユ
ー
ラ
シ
ア
・
ユ
ダ
ヤ
史
を
め
ぐ
る
断
章
（
高
尾
）

史　苑　の　窓

ス
ト
ク
か
ら
敦
賀
港
に
た
ど
り
着
い
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
微
妙
な
時
期
に
大
量
の
外
国
人
に
国
内
通
過
を
許

可
し
た
経
緯
に
か
ん
す
る
ソ
連
の
意
図
は
ま
っ
た
く
不
明
で
、
史

料
は
い
ま
だ
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。
杉
原
は
三
〇
年
代
半
ば
満
洲

国
外
交
部
の
ロ
シ
ア
科
長
を
つ
と
め
た
後
、
在
モ
ス
ク
ワ
大
使
館

勤
務
の
予
定
で
あ
っ
た
が
ソ
連
側
に
よ
っ
て
入
国
を
拒
否
さ
れ
た

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
こ
れ
は
満
洲
国
時
代
の
杉
原
の
活

動
（
特
に
北
満
鉄
道
売
却
問
題
で
通
訳
を
務
め
た
杉
原
の
活
躍
）

に
対
す
る
意
趣
返
し
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
の
ど
こ
か
に
杉
原
個
人

に
か
ん
す
る
一
件
書
類
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
ソ
連
末
期
に
﹁
十

月
革
命
中
央
国
立
公
文
書
館
﹂（
現
ロ
シ
ア
国
立
公
文
書
館
）
の

ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
で
あ
っ
た
ア
ル
ト
マ
ン
教
授
は
、
ロ
シ
ア
の
公

文
書
事
情
に
最
も
詳
し
い
人
物
の
一
人
で
あ
る
。
研
究
会
で
は
ロ

シ
ア
側
か
ら
ア
ル
ト
マ
ン
教
授
、
日
本
側
か
ら
は
杉
原
研
究
の
第

一
人
者
で
あ
る
外
交
史
料
館
の
白
石
仁
章
氏
を
招
き
、
こ
の
問
題

を
め
ぐ
る
史
料
に
つ
い
て
日
ロ
双
方
か
ら
様
々
な
情
報
交
換
が
行

わ
れ
た
。
現
在
、
日
ロ
協
力
で
の
資
料
集
発
行
に
む
け
て
糸
口
を

見
つ
け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
本
学
文
学
部
特
任
教
授
）

（写真）�� 月 �8 日の研究会　右から �人目がアルトマン教授


